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.特集「立ち止まって振り返り、そして前を見る」
自力再生力の復活一中越沖地震を振り返っ
田口太郎新潟工科大学
術のなせる技であり、災害復
旧作業の経験蓄積が次なる被
災に活かされた結果といえる
だろう。
その一方で同じように話題
となった中心市街地の商店街
はどうか。斜面や道路など公
的施設の復旧が土木技術によ
る迅速に完了するのに対し、
商店街は復旧しようにも公共 '
の建物でないこともあって、
なかなか容易ではない。さら
には復旧してかつての商店街
に戻ることが必ずしも本来の
問題解決には繋がらない極め
て難解な取り組みとなる。ま
さに"復旧"ではダメで"復
興"しなくてはならないので
ある。
では、復興の方向性はとこ
を見れぱ良いのか?日本全国
の先進地を見渡そうにも、中
心商店街復活の先進地すらほ
とんど見あたらない。こうし
た困難な状況の中で中越沖地
震からの中心商店街の復興は
すすめられている。中越大震
災により中山間地域の集落が
置かれた状況からさらにマイ
ナスな状況からのスタートは
困難を極める試練の道である
が、その未来は必ずや描かれ
ることであろう.
.地域の隠れた"自力"が発
される復興
中越沖地震におけるシンボ
ル的な被災地とも言える柏崎
東本町二丁目(通称:えんま
通り)はこうした困難な状況
から再び中心商店街として立
.中越沖地から2年
2007年7月16日 10時13分に
発生した中越沖地倭から2年
が経った。我が国の長い歴史
の中でも同じ地域をわずか2
年半の問に震度6強の地震が2
度もおそう、ということはほ
とんど記憶にない。こうした
"ダブル被災"から被災地は
どのように立ち直りつつある
のか。中越沖地震からの復興
の中で、日本の地方都市が抱
えるさまざまな課題が浮き彫
りになり、さらにその課題に
対してどのように対応すべき
なのかの示唆も多く見いだす
ことができる。
被災から2年、という期問
はなんとも不思議な時期であ
リ、復旧についてはおおむね
完了、しかし復興については
未だ途上といういわぱ"'復旧
から復興ヘ"文字通り転換の
時期にある。
.復旧はおおむね完了、復興
は未だ途上
中越沖地震は中越大霞災と
比較して大規模な地滑りなど
は少なかった。一方で、高度
成長期の人口拡大に伴って新
たに田畑を造成して作られた
新規住宅地や高台などが地盤
被害を受けた。青海川駅が士
砂に埋もれたこともメディア
で多くの話題を集めた。こう
した"映"になった被災地は
迅速な復旧作業の結果、今で
はその記憶が無ければ気がつ
かないほどに整然と復旧して
いる。これは我が国の土木技
興 イ
ち上がるぺく、被災直後から
現在に至るまでしぷとく活動
を続けている。本誌にも紹介
したが市民発の復興ビジョン
の策定に始まり、その後も単
純な立て昔えではなく、建て
菩えに伴う町並みや賑わいの
再生を目指す活動は、今年
「えんま通りまちづくりガイ
ドライン」として実を結ん
だ。これは今後長期にわたる
建て替えの中で失っていた地
域性のある町並みを少しずつ
創出していくことを目指した
ガイドラインであり、当初の
復興ビジョンの理念をカタチ
にしたものである。その内容
も、いわゆる一般の「デザイ
ンガイドライン」に規定され
ているような姿カタチの規定
ではなく、イメージ規定(雰
囲気を揃える)としてプロセ
スの中で柔軟に調整していこ
う,というユニークなもの
だ。これは失いかけてきたも
のを単純に掘り起こして再生
するのではなく、今暮らす
人々の知恵の中から新しい伝
統を作り出すものであり、極
めて創造的なガイドラインで
ある。
ガイドライン作成のために
会議は、被災後から100回を
優に超え200回に迫ろうとし
ている。この積み重ねから生
まれたガイドラインの価値は
もとより、その話し合いの仕
復興に向けたイベント、えんま遇り復興祈願疑
組みそのものも価値ある成果
だ。被災前の地域は全国の中
心市街地同様に衰退の流れの
中に身を任せつつあワたよう
に見えた。しかし、被災を契
機に自らの力を振り絞り、
着実に復興にむけた一歩を踏
み出している。このように、
もはや失ってしまったのでは
ないか?と疑ってしまうよう
な再生の力を「地震」という
外圧が復活させたのだろう。
.中越沖地震から学ぶこと
中越大震災、中越沖地震か
らの復興の取り組みは様々な
示唆を与えてくれる。中山問
地域は過疎高齢化による集落
存続の課題が目前にせまり、
中心市街地はその衰退の現状
が「限界商店街」なる言葉も
生み出している。こうした困
難な地域は手厚い支援が必
要、と見られがちだが、中越
における2つの地倭被災地の
復興を見つめてみると、どち
らも被災を契機に隠れていた
「自力」が力強く地域の復興
を押し進めている。我々支援
者は「被災地は弱者であり、
我々は支援しなくてはならな
い」という多少の過信があっ
たのを認めざるを得ないので
はないだろうか。むしろ支援
者は、地域の自力再生力を応
援し、そこから活力をいただ
いているに過ぎないのかもし
れない。毎繰り'される会議
